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１．審査会合指摘事項に対する回答 1

【指摘事項（2023年3⽉30⽇ 第1130回審査会合）】
寿都特別地域気象観測所の移転前の記録については、地形的な要因により局地的な強⾵の
影響を受けやすい場所に設置されていた時の記録であることから、設計基準の設定に当たっては、
現在の観測所での記録を採⽤するとしている。そのため、移転前の記録を除くことの妥当性につい
て説明すること。妥当性の説明に当たっては、近隣の観測所での観測記録と泊発電所での観測
記録との⾵向等の類似性も考慮して説明すること。

【回答(泊発電所近隣における参照すべき観測所)】
 寿都特別地域気象観測所のデータの扱いを再考するため，寿都特別地域気象観測所及び⼩

樽特別地域気象観測所の記録に加え，泊発電所及び発電所近隣（共和，神恵内，余市，
美国，倶知安）の観測記録を確認した。

 泊発電所と各観測所の卓越⾵向および最⼤⾵速が観測された時期を確認した結果，泊発電
所，共和及び神恵内の卓越⾵向は⻄北⻄であり，類似している。⼩樽，余市，美国の卓越
⾵向は⻄南⻄であり，若⼲異なっている。最⼤⾵速は，冬季に⻄の⾵が同様に吹く傾向がある。

 ⼀⽅，泊発電所と同じく沿岸部に位置する寿都の卓越⾵向は南南東であり，類似していない。
最⼤⾵速は，４⽉〜９⽉にかけて寿都だしによる南南東の⾵が吹く傾向がある。

 また，倶知安については四⽅が⼭岳に囲まれているため，卓越⾵向が⾒られず，内陸性の気
候を⽰しており，泊発電所とは環境条件から異なることが分かる。

 以上より，寿都及び倶知安と泊発電所の気象はその傾向が異なるため，設計基準⾵速の設
定に当たり参照には適さないと判断した。



１．審査会合指摘事項に対する回答 ２

【回答（設計基準⾵速の設定）】
 既許可では，泊発電所の設計基準⾵速は建築基準法で定める基準⾵速36m/sを採⽤して

いる。
 建築基準法で規定される基準⾵速は，⽇本建築学会の建築物荷重指針で定める基準⾵速を基に

設定されており，建築物荷重指針で定める基準⾵速は，1929〜1991年の気象官署の年最⼤⾵
速をベースに観測記録の局所的な特殊性を排除するために再現期間100年に換算して平滑化を⾏い，
定められた値である。

 泊発電所が設置されている古宇郡の基準⾵速36m/sの設定においては，気象官署である寿都，⼩
樽及び倶知安が含まれており，旧寿都測候所での既往最⼤⾵速である49.8m/sが考慮され，基準
⾵速が設定されている。なお，建築基準法における基準⾵速は，各観測所の⾵向による影響は考慮
されていない。

 本申請において，設計基準⾵速として使⽤する値は，建築基準法で定める泊発電所が設置さ
れている古宇郡の基準⾵速（36m/s）が，寿都及び倶知安を除く観測所並びに泊発電所の
観測記録の最⼤値（31.7m/s）を上回ることから，既許可に引き続き 36m/s を設計基準
⾵速と定める。



２．参考資料（卓越⾵向） ３

⼩樽余市

共和 倶知安

泊発電所(C点) 泊発電所(Z点)

凡例
ー︓泊と類似性あり
ー︓泊と類似性なし
ー︓泊と⼀部類似性あり
➡︓発⽣頻度が最多である⽅位

※図中のCalmは静穏(⾵速0.5m/s
未満)を⽰している

寿都

神恵内 美国



２．参考資料
（泊発電所及び気象観測所の最⼤⾵速及び観測時期） ４

[6条⾃然-●]

第２表 泊発電所及び周辺の気象観測所の歴代最⼤⾵速データ


